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平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
に
輪
島
市
農
業
委
員
選

挙
が
告
示
さ
れ

、
無
投
票
で
十
三
名
の
方
が
選
ば
れ

ま
し
た

。
輪
島
市
農
業
委
員
会
は

、
各
種
団
体
か
ら

の
推
薦
に
よ
る
選
任
委
員
六
名
を
加
え

、
総
勢
十
九

名
で
活
動
し
て
い
ま
す

。

就
任
の
ご
挨
拶

　
輪
島
市
農
業
委
員
会

　
　
　
会
長
　
向
面
　
正
一

　
今
年
の
夏
は
、

記
録
的
な
猛
暑
日

続
き
と
な
り
、

水

稲
は
豊
作
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す

が
、

畑
作
等
に
は

、

大
変
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

　
 
 
さ
て
、

こ
の
度
八
月
一
日
の
臨
時

総
会
に
お
い
て
互
選
さ
れ
、

新
輪
島
市
と

な
っ

て
か
ら
、

三
期
目
と
な
る
会
長
の
要

職
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

皆
様
も
ご
存
知
の
と
お
り
、

我

が
国
の
農
業
・
農
村
は
、

食
糧
自
給
率
向

上
を
中
心
と
す
る
、

農
業
の
構
造
改
革
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
う

し
た
中
で
、

農
業
委
員
会
組
織
の
役
割
と

し
て
、

優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
、

農
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
の
取
組
み

が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
成
果
を
目
に
見

え
る
も
の
と
す
る
た
め
、

農
業
委
員
会
組

織
自
ら
が
組
織
・
活
動
の
取
り
組
み
に
努

め
、

行
動
す
る
農
業
委
員
会
と
し
て
の
実

践
活
動
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
・
就
農
者
の

減
少
・
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
、

厳
し
い

農
業
情
勢
下
で
あ
り
ま
す
が
、

農
業
委
員

一
人
一
人
が
、

農
業
者
の
代
表
と
し
て
、

よ
り
一
層
皆
様
方
の
生
活
向
上
に
努
め
て

参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
支
援
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農業委員会だよ り
輪島市
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農
業
委
員
会

　
　
　
　
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

◆
向
面
会
長
を
中
心
に

　
　
　
新
役
員
決
ま
る

　
八
月
一
日
臨
時
総
会
が
開

催
さ
れ

、
役
員
の
互
選
が
行

わ
れ

、
会
長
以
下
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た

。

会
　
長
　
　
向
面
　
正
一

　
　
　
　

（
町
野
町
寺
地

）

職
務
代
理
　
森
谷
　
正
美

　
　
　
　

（
町
野
町
川
西

）

運
営
委
員
　
谷
内
　
吉
夫

　
　
　
　
 
 

（
小
池
町

）

　
 

〃
　
　
山
本
　
秀
夫

　
 
 

（
門
前
町
東
大
町

）

　
　
〃
　
　
新
澤
　
　
晟

　
　
　

（
三
井
町
与
呂
見

）

　
　
〃
　
　
東
　
　
克
芳

　
　
　
　

（
門
前
町
田
村

）



谷
内
　
吉
夫

　
　
　
　
　
公
　
選

　
　
　

（
小
池
町

）

岩
坂
　
一
明

　
　
　
　
　
公
　
選

　
　
　

（
深
見
町

）

山
崎
　
覺
治

　
　
　
　
　
公
　
選

　

（
門
前
町
道
下

）

東
　
　
克
芳

　
　
　
市
議
会
推
薦

　

（
門
前
町
田
村

）

漆
谷
　
豊
和

　
　
市
議
会
推
薦

 

（
三
井
町
新
保

）

松
本
　
喜
四
志

　
農
業
共
済
推
薦
　
　

　

（
門
前
町
椎
木

）

田
中
　
喜
義

　
　
　
　
　
公
　
選

　
　
 
 

（
白
米
町

）

安
　
津
久
人

　
土
地
改
良
区
推
薦

　
　

（
石
休
場
町

）

大
村
　
正
博

　
　
　
　
　
公
　
選

　
　

（
門
前
町
小
山

）

森
谷
　
正
美

　
　
　
　
　
公
　
選

　
　

（
町
野
町
川
西

）

　
農
　
業
　
委
　
員
　
紹
　
介

新
谷
　
義
治

 
お
お
ぞ
ら
農
協
推
薦

　
　
　

（
熊
野
町

）

表
　
庄
三

　
　
　
　
　
公
　
選

（
門
前
町
井
守
上
坂

）

永
泉
　
志
朗

　
　
　
　
　
公
　
選

　
　
　

（
杉
平
町

）

石
倉
　
　
稔

　
　
　
　
　
公
　
選

　
　

（
門
前
町
久
川

）

上
田
　
信
江

　
　
　
　
　
公
　
選

　
　
　

（
房
田
町

）

　
市
町
合
併
か
ら
、

は
や
五
年
と
八
カ

月
余
り
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

合
併

し
て
か
ら
三
度
目
の
改
選
と
な
る
わ
け

で
す
が
、

前
回
か
ら
の
定
数
見
直
し
に

よ
り
、

二
六
名
か
ら
選
挙
で
の
十
三
名

と
、

選
任
に
よ
る
六
名
の
十
九
名
へ
と

削
減
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、

今
回

は
、

新
人
の
委
員
さ
ん
が
五
名
誕
生
い

た
し
ま
し
た
。

再
任
の
委
員
さ
ん
と
共

に
地
域
農
業
の
活
性
化
に
向
け
て
頑

張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

勇
退
さ
れ
た
委
員
の
皆
様
方
に

は
、

こ
れ
ま
で
の
御
苦
労
に
対
し
、

深

甚
な
る
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
と
も
本
市
の
農
業
行
政
に
対
し
、

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
家
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
労
働
力
お
よ
び

後
継
者
不
足
に
加
え
、

近
年
の
米
価
の

低
迷
と
燃
油
の
高
騰
等
で
、

農
業
を
取

り
巻
く
状
況
が
、

大
変
厳
し
く
な
っ

て

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ま
、

全
国
的
に
話
題
と
な
っ

て
い

る
、

耕
作
放
棄
地
の
多
さ
が
、

ま
さ
に

そ
れ
を
物
語
っ

て
い
る
か
の
よ
う
で

す
。

特
に
、

本
市
の
よ
う
に
中
山
間

地
・
棚
田
が
多
い
地
域
は
例
外
で
な

く
、

そ
の
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い

御
挨
拶

 
輪
島
市
長
　
梶
　
文
秋

　
「

農
業
委
員
会

だ
よ
り
」

が
発
刊

さ
れ
る
に
あ
た
り

一
言
ご
あ
い
さ
つ

申
し
上
げ
ま
す
。

（
議
席
番
号
順

）

る
と
こ
ろ
で
、

こ
の
先
五
年
・
十
年

後
の
農
業
は
、

ど
う
な
っ

て
い
る
か

悩
み
は
尽
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

そ
れ
ら
の
解
消
等
に
向
け
て
、

い
ろ
い
ろ
と
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、

今
年
か
ら
新
た
に
農
業

の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
と
し
て
、

人
・
農

地
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
と

な
り
、

力
強
い
農
業
経
営
体
の
確
保

と
農
地
の
利
用
集
積
な
ど
、

集
落
が

抱
え
る
人
と
農
地
の
課
題
の
解
決
を

図
る
た
め
平
成
二
五
年
度
ま
で
に
作

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に

は
、

若
い
方
に
就
農
し
て
頂
く
た
め

に
、

青
年
就
農
給
付
金
や
中
心
と
な

る
経
営
体
に
農
地
を
提
供
し
て
頂
け

る
方
に
、

農
地
集
積
協
力
金
の
支
援

を
す
る
等
が
盛
り
込
ま
れ
ま
す
。

農

業
委
員
の
皆
様
に
も
積
極
的
に
地
域

に
於
け
る
話
し
合
い
等
に
参
加
し
て

頂
き
、

い
ろ
い
ろ
と
農
地
が
果
た
す

役
割
、

そ
れ
を
農
地
法
に
基
づ
い
て

守
っ

て
い
た
だ
け
る
、

そ
の
大
き
な

立
場
に
あ
る
の
が
農
業
委
員
の
皆
様

で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
と
知
識

だ
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

結
び
に
、

農
業
委
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、

定
数
の
削
減
と

改
正
農
地
法
の
施
行
に
よ
る
責
務
の

増
大
に
よ
り
、

大
変
か
と
思
い
ま
す

が
、

向
面
会
長
を
先
頭
に
将
来
の
地

域
づ
く
り
、

活
力
あ
る
農
業
の
振
興

の
た
め
、

よ
り
一
層
の
ご
尽
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
澤
　
晟

　
　
　
　
　
公
　
選

 

（
三
井
町
与
呂
見

）

向
面
　
正
一

　
　
　
　
　
公
　
選

　
　

（
町
野
町
寺
地

）

角
　
　
隆
一

　
町
野
町
農
協
推
薦

　

（
町
野
町
曽
々
木

）

山
本
　
秀
夫

　
　
　
　
　
公
　
選

　

（
門
前
町
東
大
町

）



 　

旧鵠巣村

旧南志見村

旧三井村

旧門前町

旧剱地村

  ３０アール

  ３０　〃　

　４０　〃

　３０　〃

　４０　〃

内
　
容

旧諸岡村

旧浦上村

旧七浦村

旧本郷村

旧黒島村

内
　
容

旧輪島町

旧町野町

旧西保村

旧大屋村

旧河原田村

  ３０アール

  ３０　〃　

　３０　〃

　３０　〃

　２０　〃

松
本
　
太
郎
三
郎
氏

（
一
〇
期

）

梅
村
　
昭
十
郎
　
氏
　

（
三
期

）

谷
内
　
正
一
氏
　
氏
　

（
二
期

）

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

  ２０アール

  ４０　〃　

　３０　〃

　３０　〃

　３０　〃

内
　
容

◎　農地に土砂を入れるには？　農地改良（盛土・畑地転換）の届出が必要！

面　積面　積

　農地に土砂を入れる場合等は、農業委員会に届出をし承認を得なければなりません。届
出には   ①　届出は、所有者が自ら行う。（届出人欄。）　　②　届出による盛土は、産業廃棄物そ
の他、農地造成に不適切な土を使用しないものとする。（土砂搬入の前に、表土を一箇所に集めて
土砂搬入後に、その表土を引きならすこと。）　　③　かさ上げの限度は、安全性を考慮し原則として
道路面までとする。 　　 ④　耕土は３０センチ以上確保することとし、特に土質については、礫等が
含まれていない土とする。　　⑤　法面の勾配は、４５°を基準とし、必要に応じて擁壁等を設置す
るものとする。　　⑥　届出者本人は、農地改良に関し取り扱い基準を遵守し適正に耕作すること、
農業委員会に迷惑を掛けないこと等を盛り込んだ誓約書を提出するものとする。⑦　届出者本人
は、隣地の所有者・耕作者からと地区農業委員・区長・生産組合・土地改良区から農地改良を行う
ことについての同意書を得るものとする。

区　域区　域

　
本
市
の
農
業
振
興
発
展
に
ご
活
躍
を
賜
り
、
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、
地
域
農
業
振
興
の
た
め
に
、
ご

尽
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 
 
大
変
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

■
　
退
任
農
業
委
員

（
在
籍
期
順

）

◎　農地を取得（農地法３条）する場合の下限面積表（平成２４年１０月１日現在）

区　域 面　積

谷
内
　
公
司
郎
氏
　

（
一
期

）

若
松
　
勝
治
　
氏
　

（
一
期

）

　農家のための情報誌
　　 「全国農業新聞」の購読をあなたも

  　・発行日　　毎週金曜日
  　・購読料　　６００円 （ひと月）
　  ・申込先　　農業委員会事務局まで
  　・連絡先　　２３ー１１９１



農業委員会は、地域の話し合いや検討会の参加そして、農地情報の提供
など積極的な参画を行います。

◎　農業委員会の「人・農地プラン」への取り組み


